
総務課　
　総務係　財政係	☎82－5210
地域創生課　
　創生企画係
　ユネスコエコパーク推進係
	 ☎82－5220
町民生活課
　税　務　係	 ☎82－5110
　町　民　係	 ☎82－5100
保健福祉課
　保　健　係	 ☎84－7005
　福　祉　係	 ☎84－7010
農林建設課
　農　林　係	 ☎82－5230
　建　設　係	 ☎82－5270
観光商工課
　観光係　商工係	☎82－5240
会　計　室	 ☎82－5120
議会事務局	 ☎82－5300
農業委員会	 ☎82－5230
教育委員会	 ☎82－5320
学校給食センター	☎84－7180
只見保育所	 ☎82－2219
朝日保育所	 ☎84－2038
明和保育所	 ☎86－2249
朝日診療所	 ☎84－2221
（歯科）	 ☎84－2612
こぶし苑	 ☎84－2101
只見振興センター	☎82－2141
朝日振興センター	☎84－2111
明和振興センター	☎86－2111

電話番号

税

今
月
の
納
期

6
月
27
日
ま
で
に

　
　
　
　
　

納
め
ま
し
ょ
う

●
町
県
民
税
（
１
期
）

●
水
道
使
用
料
（
１
期
）

●
農
集
排
使
用
料
（
６
月
分
）

弁
護
士
に
よ
る
Ｂ
型
肝
炎

特
別
措
置
法
相
談
会
（
無
料
）

自
筆
証
書
遺
言
書
保
管
制
度
に

関
す
る
説
明
会

お
知
ら
せ

　

Ｂ
型
肝
炎
特
別
措
置
法
に
つ
い
て
、
弁

護
士
に
よ
る
無
料
相
談
会
を
次
の
と
お
り

開
催
い
た
し
ま
す
。

【
日
時
】

　

令
和
４
年
７
月
23
日（
土
）

　

13
時
30
分
か
ら
15
時
ま
で

【
場
所
】

　

会
津
若
松
市
イ
ン
タ
ー
西
90

　

会
津
ア
ピ
オ
ス
ペ
ー
ス
２
階
会
議
室

【
予
約
・
問
合
せ
】

　

☎
０
２
５
－
２
２
３
－
１
１
３
０

※
予
約
優
先
と
な
り
ま
す
が
、
当
日
会
場

で
の
申
込
み
も
可
能
で
す
。

　福島県では、河川の状況をより詳細に伝えられるよう、簡易型
河川監視カメラや危機管理型水位計を設置し、河川の画像情報や
水位情報の提供を行っております。
　下記URLからご確認いただけますので、梅雨の時期や台風接
近時などの河川把握にご活用ください。

「川の水位情報」https://k.river.go.jp/

川の水位情報が確認いただけます

　

他
、
電
話
相
談
会
を
次
の
と
お
り
開
催

い
た
し
ま
す
。

【
日
時
】

　

令
和
４
年
７
月
９
日（
土
）

　
　
　
　
　

９
月
10
日（
土
）

　
　
　
　
　

11
月
12
日（
土
）

　

各
日
午
前
10
時
か
ら
正
午
ま
で

【
相
談
受
付
窓
口
】

　

全
国
Ｂ
型
肝
炎
訴
訟
新
潟
事
務
所

　

☎
０
２
５
－
２
２
３
－
１
１
３
０

※
相
談
料
は
無
料
で
す
が
、
通
話
料
が
発

生
し
ま
す
。

山
・
白
河
・
会
津
若
松
・
い
わ
き
に
あ
る

法
務
局
を
繋
ぎ
ま
す
の
で
、
遠
方
の
方
で

も
お
近
く
の
支
局
で
参
加
が
可
能
で
す
。

【
日
時
】

　

令
和
４
年
６
月
28
日（
火
）

　
　
　
　
　

７
月
28
日（
木
）

　
　
　
　
　

８
月
30
日（
火
）

　
　
　
　
　

９
月
20
日（
火
）

　

各
日
午
前
10
時
か
ら
１
時
間
程
度

【
場
所
】

福
島
地
方
法
務
局
（
各
日
10
人
か
ら
15

人
程
度
）

福
島
地
方
法
務
局
相
馬
支
局
・
郡
山
支

局
・
白
河
支
局
・
若
松
支
局
・
い
わ
き

支
局
（
各
日
５
人
程
度
）

【
申
込
方
法
】

　

福
島
地
方
法
務
局
供
託
課
へ
電
話
で

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

☎
０
２
４
－
５
３
４
－
１
９
７
４

受
付
時
間

９
時
か
ら
16
時
ま
で（
土
日
祝
日
除
く
）

　

令
和
２
年
７
月
10
日
か
ら
始
ま
っ
た
自

筆
証
書
遺
言
書
を
法
務
局
で
保
管
す
る
制

度
に
つ
い
て
説
明
会
を
開
催
し
ま
す
。

　

福
島
地
方
法
務
局
を
拠
点
と
し
て
Ｗ
Ｅ

Ｂ
会
議
シ
ス
テ
ム
を
利
用
し
、
相
馬
・
郡
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町長スケ
ジュール
〈5月分〉

　２日　定例庁議（新型コロナウイルス対策本
部会議　以下「本部会議」）、明和小学校
「子供の読書活動優秀実践校」文部科
学大臣表彰受賞報告

　８日　要害山開山式
　９日　東北芸術工科大学歴史遺産学科学科長

あいさつ来庁
１０日　南会津地方町村会総会、南会津地方林

業協会総会、南会津地方緑化推進委員
会、南会津地方広域市町村圏組合管理
者会、南会津地方環境衛生組合管理者
会、南会津防犯協会連合会総会（南会
津町）、臨時庁議（本部会議）

１１日　㈱季の郷湯ら里取締役会
１２日　臨時庁議（本部会議）、只見町青少年健

全育成町民会議総会、町内企業訪問
１３日　会津赤べこ会講演会（東京都）
１６日　薪エネルギー推進に関する勉強会、

ただみ・モノとくらしのミュージアム
運営協議会、臨時庁議（本部会議）

１７日　「会津を拓く重点要望事項」にかかる
国出先機関への要望活動（新潟市）

１８日　道路整備促進期成同盟会全国協議会通
常総会、ダム・発電関係市町村全国協
議会理事会兼定例総会（東京都）

１９日　郡山国道事務所長来庁、臨時庁議（本
部会議）

２０日　（公社）福島県森林・林業・緑化協会監
事会、（公社）福島県森林・林業・緑化
協会役員会（福島市）

２３日　滝調整池堆砂処理協議会（金山町）、
只見町農業再生協議会総会

２４日　福島県町村会定期総会（福島市）
２５日　只見町議会５月会議、臨時庁議（本部

会議）、越後・南会津街道観光・地域づ
くり懇談会（南会津）

２６日　「会津を拓く重点要望事項」にかかる
本省要望会（東京都）

２７日　南会津地方環境衛生組合議会臨時会
（下郷町）、南会津地方広域市町村圏組
合議会臨時会（南会津町）

２８日　会津よつば農業協同組合総代会（会津
若松市）

２９日　映画「峠」上映会
３０日　㈱季の郷湯ら里株主総会、福島気象台

長他あいさつ来庁、６月補正町長査定、
只見高校振興対策会議役員会

３１日　固定資産評価審査委員辞令交付、南会
津方部水災害対策協議会、電動アシス
ト自転車「Ｅ−ＢＩＫＥ　ⅠＳＳⅠＭＯ」
貸与及び試乗会、只見町剣道スポ少全
国大会出場（只見小　五十嵐千紘君）
報告

◆
司
馬
遼
太
郎
先
生
の
歴
史
小
説
「
峠
」
を
原
作
と
し
て
、
日
本
映
画

界
の
名
匠
小
泉
堯
史
監
督
が
手
掛
け
ら
れ
た
映
像
作
品
「
峠　

最
後

の
サ
ム
ラ
イ
」
を
、
季
の
郷
湯
ら
里
で
全
国
公
開
に
先
立
ち
上
映
し

て
頂
き
ま
し
た
。

　

上
映
会
当
日
は
、
小
泉
監
督
が
ご
来
町
さ
れ
ま
し
た
。
そ
し
て
上

映
後
に
、
役
所
広
司
が
演
じ
る
河
井
継
之
助
の
終
焉
の
間
に
掲
げ
ら

れ
て
い
た
「
盡
己（
じ
ん
き
）」
と
い
う
書
を
只
見
町
に
頂
き
ま
し
た
。

　

こ
の
書
は
、
日
本
藝
術
院
会
員
の
星
弘
道
先
生
が
書
か
れ
た
も
の

で
、
小
泉
監
督
自
ら
が
星
先
生
に
映
画
撮
影
後
、
只
見
町
に
寄
贈
し

た
い
旨
の
承
諾
を
お
取
り
に
な
り
、
寄
贈
頂
い
た
も
の
で
す
。

　
「
盡
己（
じ
ん
き
）」
と
は
、
己（
お
の
れ
）を
尽
く
す
と
い
う
意
味

で
す
。

　
「
只
見
町
に
こ
そ
、
こ
の
書
は
相
応
し
い
と
思
っ
た
の
で
、
贈
り

ま
す
。」
と
い
う
小
泉
監
督
の
お
言
葉
を
聞
き
、
身
が
引
き
締
ま
る

思
い
が
い
た
し
ま
し
た
。

◆
只
見
小
学
校
６
年
生
の
五
十
嵐
千
紘
く
ん
が
、
今
秋
開
催
さ
れ
る
全

日
本
都
道
府
県
対
抗
少
年
剣
道
優
勝
大
会
に
福
島
県
代
表
選
手
と
し

て
出
場
す
る
と
い
う
報
告
の
た
め
に
町
長
室
を
訪
ね
て
く
れ
ま
し
た
。

　

福
島
県
の
大
会
で
第
三
位
に
入
賞
し
た
た
め
、
全
国
大
会
へ
の
出

場
が
決
定
し
た
も
の
で
す
。
只
見
高
校
野
球
部
に
次
ぐ
、
全
国
大
会

の
出
場
で
す
。
本
当
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ご
家
族
や
指
導
さ
れ
て
い
る
関
係
者
の
皆
様
に
心
よ
り
お
喜
び
申

し
上
げ
ま
す
。

　

秋
ま
で
に
は
、
更
に
稽
古
を
積
ん
で
、
大
会
に
臨
ん
で
は
、
全
国

の
選
手
に
臆
す
る
こ
と
な
く
、
ま
さ
に
「
盡
己
」
の
言
葉
の
と
お
り

自
分
の
持
っ
て
い
る
力
を
出
し
尽
く
し
て
ほ
し
い
と
思
い
ま
す
。
心

か
ら
の
健
闘
を
お
祈
り
い
た
し
ま
す
。

　

町
長
室
を
訪
ね
て
く
れ
て
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
秋
の
大

会
後
ま
た
来
て
く
れ
る
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

町
長
か
ら

	

只
見
町
長
　
渡
部
　
勇
夫
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町民
憲章

１、ゆたかな緑ときれいな水をまもり美しい町をつくりましょう
１、互いに助け合い親切をつくし楽しい町をつくりましょう
１、産業をおこしみんなで働ける豊かな町をつくりましょう
１、教養を深め心と体をきたえ文化の町をつくりましょう
１、きまりを守り良い風習を育て住みよい町をつくりましょう

▽
今
年
も
田
植
え
体
験
の
取
材
を
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
が
、

泥
だ
ら
け
に
な
り
な
が
ら
手
植
え
を
す

る
姿
に
元
気
を
も
ら
い
ま
し
た
。

▽
今
で
は
機
械
に
よ
っ
て
、
大
幅
な
時

間
の
短
縮
や
規
模
拡
大
な
ど
が
で
き
る

よ
う
に
な
っ
た
農
業
で
す
が
、
追
肥
の

タ
イ
ミ
ン
グ
や
収
穫
の
時
期
を
見
極
め

た
り
な
ど
長
年
の
努
力
・
経
験
が
必
要

な
面
も
多
く
あ
り
ま
す
。

▽
こ
れ
か
ら
、
様
々
な
農
産
物
が
美
味

し
い
季
節
に
入
り
ま
す
。
多
く
の
人
の

努
力
が
あ
る
こ
と
を
忘
れ
ず
に
感
謝
し

て
、
味
わ
い
た
い
と
思
い
ま
す
。

�

（
小
林
）

あ
と
が
き

転入　３５　転出　２３　出生　０　死亡　８

令和４年５月１日現在
人　　口　３，８６２（＋　４）
　 男 　　１，９０３（＋　５）
　 女 　　１，９５９（－　１）
世 帯 数　１，５９３（＋２３）
高齢化率　　　　　４８．４％

※高齢化率とは、６５歳以上の人が人口に占める割合です。

※「町民の消息」欄に掲載を希望されない方は、
　届出のときにその旨をお伝えください。

（4月26日～5月25日届出分）敬称略

朝日振興センター
図書紹介

○朝日振興センターではリクエストを随時受付しています。
　読んでみたい本があれば、ぜひリクエストしてください。

朝日振興センター図書室
☎84－2111

★香君　上・下巻

★マスカレード・ゲーム

上橋菜穂子（文藝春秋）
　遥か昔、神郷からもたらされ
たという奇跡の稲、オアレ稲。
ウマール人はこの稲をもちいて
帝国を作り上げた。この奇跡の
稲をもたらし、香りで万象を知
るという活神〈香君〉の庇護の
もと、帝国は発展を続けてきた
が、あるとき、オアレ稲に虫害
が発生してしまう。
　時を同じくして、ひとりの少
女が帝都にやってきた。人並外
れた嗅覚をもつ少女アイシャは、
やがて、オアレ稲に秘められた
謎と向き合っていくことになる。
　「香り」と植物や昆虫の生態

東野圭吾（集英社）
　解決の糸口すらつかめない３
つの殺人事件。
　共通点はその殺害方法と、被
害者はみな過去に人を死なせた
者であることだった。
　捜査を進めると、その被害者
たちを憎む過去の事件における

をテーマに描く、壮大なファンタジー小説。
　『精霊の守り人』『獣の奏者』『鹿の王』の著者
の、７年ぶりの長編新作。

遺族らが、ホテル・コルテシア東京に宿泊する
ことが判明。
　警部となった新田浩介は、複雑な思いを抱え
ながら再び潜入捜査を開始する――。
　累計４９０万部突破シリーズ、総決算！

■お誕生おめでとうございます
藤田　陽

はる

暁
あき

（男／暁嗣・靖子）　　只　見

■おくやみ申し上げます
齋　藤　直　一　　95歳　　亀　岡
吉　津　礼　子　　88歳　　長　浜
酒　井　嘉　輔　　88歳　　黒　沢
菅　家　トメヨ　　96歳　　黒　谷
小　椋　ますみ　　53歳　　小　林
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